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これまでの
歩み

　
通
水
し
た
大
河
津
分
水
で
し
た

が
、
自
在
堰
が
１
９
２
７
年
（
昭

和
２
年
）
に
突
如
陥
没
。
原
因
は

水
の
流
れ
に
よ
り
川
底
が
削
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
窮
地
を
救
っ
た
の
は
、
パ

ナ
マ
運
河
の
建
設
に
唯
一
日
本
人

と
し
て
携
わ
っ
た
青あ
お
や
ま
あ
き
ら

山
士
と
、
荒

川
な
ど
国
内
の
河
川
改
修
を
手
掛

け
た
宮み
や
も
と
た
け
の
す
け

本
武
之
輔
。
二
人
の
技
術

者
は
「
信
濃
川
補
修
工
事
」
と
し

て
陥
没
し
た
自
在
堰
に
代
わ
る

可
動
堰
と
川
底
の
洗
掘
を
防
ぐ

床と
こ
ど
め留
・
床と

こ
が
た
め固の
建
設
を
指
揮
し
、

「
弔
い
合
戦
」
と
称
し
て
、
わ
ず

か
５
年
後
の
１
９
３
１
年
（
昭
和

６
年
）に
は
全
て
の
工
事
を
終
え
、

現
在
の
大
河
津
分
水
の
姿
と
な
り

ま
し
た
。
幕
府
に
初
め
て
請
願
し

て
か
ら
２
０
０
年
経
過
し
て
の
こ

と
で
し
た
。

　
以
来
、
大
河
津
分
水
は
信
濃
川

の
氾
濫
を
防
ぎ
、
旧
西
蒲
原
郡
で

は
耕
地
の
改
良
も
進
ん
だ
こ
と

で
、
水
稲
の
収
穫
量
は
10
ア
ー
ル

あ
た
り
５
０
０
〜
６
０
０
㎏
、
通

水
前
に
比
べ
約
２
〜
３
倍
に
ま
で

増
加
す
る
な
ど
、
湿
地
帯
だ
っ
た

越
後
平
野
は
日
本
有
数
の
穀
倉
地

帯
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
ま
た
信
濃
川
下
流
域
で
は
約
８

０
０
ｍ
も
あ
っ
た
信
濃
川
の
川
幅

が
約
３
０
０
ｍ
に
ま
で
縮
小
。
以

前
は
川
だ
っ
た
場
所
が
農
地
や
宅

地
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、新
た
な
開
発
も
進
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
低
平
地
の
排
水
性
が
向

上
し
た
越
後
平
野
の
中
央
部
に
は

高
速
道
路
や
新
幹
線
な
ど
の
交
通

網
が
整
備
さ
れ
、
首
都
圏
と
の
結

び
つ
き
が
深
ま
る
な
ど
、
大
河
津

分
水
は
燕
市
を
は
じ
め
と
す
る
周

辺
地
域
の
発
展
を
支
え
て
き
た
の

で
す
。

●特集　来年、「大河津分水」は通水 100 周年を迎えます

1716 年〜
　　1735 年
（享保年間）

寺泊（現・長岡市）の豪商、本
ほん

間
ま

屋
や

数
か ず え も ん

右衛門が大河津分水の建設を江
戸幕府に請願。起工には至らず。

1842 年 幕府が測量調査を実施。莫大な費
用および周辺集落の反対により起
工には至らず。この間にもたびた
び大洪水が発生。

1869 年 政府は大河津分水の開削を発表。
ようやく工事を行うことが決定。

1870 年 大河津分水工事（第 1 期）起工式
が行われ、工事が開始。

1875 年 政府は外国人技術者の意見をもと
に工事を中止。100 人以上の人々
が大河津分水の必要性を訴える
も、再開には至らず。

1882 年 長善館の門人・鷲
わしおまさなお
尾政直、萩

は ぎ の
野

左
さ も ん
門、小

おやなぎうさぶろう
柳卯三郎らが幹部とな

り信濃川治水会社を設立。分水工
事再開のための運動を広める。

1896 年
７月 22日

「横田切れ」が発生。越後平野
のほぼ全域が約１カ月にわ
たって浸水。人々は食料や住
居を失い、伝染病が広がる。

1897 年 長善館・門人の高
たかはしたけのすけ
橋竹之介が『北

越治水策』を考案。山
やまがたありとも
縣有朋らに

建白。

1907 年 帝国議会で大河津分水工事（第 2
期）を含む信濃川改良工事が決定。

1909 年 大河津分水工事（第 2期）が開始。
工事は 13年にわたる。

1910年 山
やまみやはんしろう
宮半四郎（名誉市民）が桜の植樹

と記念公園の設置を提案。その年の
秋から堤防沿いに植樹を始める。

1922 年
８月 25日 大河津分水の通水を開始。

1927 年 ６月に自
じ

在
ざい

堰
ぜき

が陥没。同年 12 月
から信濃川補修工事が始まる。
青
あおやまあきら
山士、宮

みやもとやけのすけ
本武之輔の指揮のも

と、陥没した自在堰に代わる可動
堰と、川底の洗掘を防ぐ床

とこどめ

留・床
とこ

固
がため

を建設。
1931 年 信濃川補修工事が完了。
1978 年 信濃川大河津資料館が開館。
1992 年 本流側の堰である洗堰の改築工事

に着手。
2000 年
５月 29 日

新しい洗堰に通水。使用されなく
なった旧洗堰は近代化産業遺産、
国の登録有形文化財に登録。

2002 年 洗堰改築工事完成。
2003 年 可動堰の改築事業に着手。
2011 年 新しい可動堰に通水。
2014 年 可動堰改築工事完成。
2015 年〜 大河津分水路改修事業が起

工。「令和の大改修」は現在
も続く。

これからの
道のり

　
長
年
、
水
害
と
闘
っ
て
き
た
多

く
の
人
々
の
分
水
路
建
設
の
熱
意

が
高
ま
っ
て
い
く
中
、
１
９
０
７

年
、
帝
国
議
会
で
信
濃
川
改
良
工

事
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
２
年
後
、

政
府
の
直
轄
工
事
と
し
て
再
開
し

ま
し
た
。

　
分
水
路
の
建
設
に
は
、
信
濃
川

か
ら
日
本
海
ま
で
の
約
10
㎞
を
掘

削
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
加

え
て
、
そ
の
途
中
に
あ
る
丘
陵
地

の
山
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
日
本
で
初
め
て
世
界
最

新
鋭
の
大
型
機
械
を
投
入
。
10
ト

ン
ダ
ン
プ
カ
ー
が
地
球
１
周
す
る

ほ
ど
の
土
量（
約
２
８
８
０
万
㎥
）

を
掘
削
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
洗
堰
や
国
内
初
と

な
る
自
在
堰
の
建
設
な
ど
、
地
元

の
人
々
を
含
め
て
延
べ
１
千
万
人

が
建
設
に
従
事
し
た
こ
と
か
ら
、

当
時
の
新
聞
で
も
「
東
洋
一
の
工

事
」
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
三
度
の
地
す
べ
り
を
乗

り
越
え
な
が
ら
15
年
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
、
１
９
２
２
年
（
大
正
11

年
）
8
月
25
日
、
つ
い
に
大
河
津

分
水
が
通
水
し
ま
し
た
。

令
和
14
年
ま
で
続
く

総
事
業
費
１
２
０
０
億
円
の
「
令
和
の
大
改
修
」

土木技術者。
パナマ運河や
荒川放水路な
どの建設に携
わる。内務省
新潟土木出張
所の所長とし
て赴任し、信
濃川補修工事
の指揮にあた
る。

青
あお
山
やま
士
あきら

1878 〜 1963
静岡県出身

土木技術者。
上司の青山士
所長の下、信
濃川補修事務
所主任として
自在堰に代わ
る可動堰など
の施設の設
計、施工を陣
頭指揮する。

宮
みやもとたけのすけ
本武之輔

1892 〜 1941
愛媛県出身

▲イギリス製の岩盤掘削機「スチーム
ナビー」。

▲斜面を切り崩し、土砂をトロッコに
積み込んだ「エキスカベーター」。

▲通水して以来、越後平野を信濃川
の洪水から守っている大河津分水。▲「令和の大改修」大河津分水の河口周辺の工事状況

▲山地部掘削土を活用したほ場
　整備（分水地区）

▲渡部橋周辺の河川敷掘削

延
べ
１
千
万
人
が
従
事

し
た
東
洋
一
の
工
事

通
水
後
も
続
い
た

さ
ら
な
る
困
難
を

乗
り
越
え
て

　
信
濃
川
補
修
工
事
完
成
後
も
大

河
津
分
水
の
河
床
の
補
強
、洗
堰・

可
動
堰
の
老
朽
化
に
伴
う
改
築
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
洪
水
処
理
能

力
の
不
足
、
川
底
を
守
る
要
の
施

設
で
あ
る
第
二
床
固
の
老
朽
化
、

さ
ら
に
は
河
床
低
下
に
よ
る
右
岸

部
（
国
上
山
側
）
の
地
す
べ
り
の

危
険
性
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

か
ら
河
口
左
岸
の
山
地
部
や
河
川

敷
の
掘
削
、
第
二
床
固
の
改
築
、

野
積
橋
の
架
替
な
ど
の
改
修
工
事

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
期
間
は
２
０
３
２
年
（
令

和
14︎
年
）
ま
で
、
全
体
事
業
費
は

約
１
２
０
０
億
円
と
い
う
ま
さ
に

令
和
の
大
改
修
で
す
。

　
こ
の
大
改
修
に
よ
り
、
河
口
付

近
の
川
幅
が
現
在
の
１
８
０
ｍ
か

ら
２
８
０
ｍ
に
拡
幅
さ
れ
、
洪
水

時
の
大
河
津
分
水
の
水
位
を
大
幅

に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
堤
防
決
壊
に
よ
る
洪
水
の
危

険
性
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
一
昨
年
の
台
風
19
号
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
上
流
の
長
野
県

区
域
や
信
濃
川
中
流
域
で
も
河
川

改
修
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
信
濃
川
流
域
全
体
の
洪
水
に

対
す
る
安
全
性
が
高
ま
り
ま
す
。

大河津分水は2022年に
通水100周年

新野積橋（仮称）新野積橋（仮称）

可動堰可動堰

大河津分水大河津分水

日本海日本海

洗堰洗堰

信濃川信濃川

野積橋野積橋
新第二床固新第二床固

第二床固第二床固 拡
幅
後
の
低
水
路
位
置

拡
幅
後
の
低
水
路
位
置


